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Ⅰ 教職課程の現状及び特色 

１ 現状 

（１）大学名、設置者名等 

大学名 豊岡短期大学 

設置者名 学校法人 弘徳学園 

評価対象学科名 専攻名・コース 入学

定員 

直近の認定年度 現在認定を受けてい

る免許状の種類 

（免許教科・領域） 

こども学科 － 40 令和元年度 幼二種免 

通信教育部こども学科 幼児専攻 

幼稚園教諭免許コース 

900 

保育専攻 

幼稚園教諭免許・

保育士資格コース 

500 

 

（２）大学の位置 

 兵庫県豊岡市戸牧 160 番地（豊岡キャンパス） 

 兵庫県姫路市大塩町 2042 番 2（姫路キャンパス） 

 

（３）評価対象学科の学生数（令和４年５月１日） 

学科名等 専攻名 入学者数 在籍者数 

こども学科 － 41 83 

通信教育部こども学科 幼児専攻 900 1,860 

保育専攻 511 1,573 

 

２ 特色 

（１）沿革 

昭和 42 年 1 月 近畿大学豊岡女子短期大学（家政科）設置認可 

44 年 3 月 近畿大学豊岡女子短期大学通信教育部（家政科）設置認可 

46 年 1 月 近畿大学豊岡女子短期大学（幼児教育科）設置認可 

47 年 1 月 近畿大学豊岡女子短期大学通信教育部（幼児教育科）設置認可 

48 年 1 月 近畿大学豊岡女子短期大学（児童教育学科）設置認可 

48 年 3 月 幼児教育科廃止 

55 年 2 月 近畿大学豊岡女子短期大学児童教育研究所附属幼稚園設置認可 

61 年 10 月 家政科を家政学科に名称変更 
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平成 元年 

 

4 月 

 

近畿大学豊岡女子短期大学を近畿大学豊岡短期大学に名称変更 

近畿大学豊岡女子短期大学児童教育研究所附属幼稚園を 

近畿大学豊岡短期大学児童教育研究所附属幼稚園に名称変更 

3 年 4 月 家政学科を生活情報学科、児童教育学科を幼児教育学科に名称変更 

4 年 3 月 児童教育研究所附属幼稚園を附属幼稚園に名称変更 

4 年 4 月 

 

通信教育部家政学科を通信教育部生活情報学科に名称変更 

通信教育部幼児教育科を通信教育部幼児教育学科に名称変更 

13 年 

 

4 月 

 

生活情報学科を生活情報・福祉学科に名称変更 

通信教育部生活情報学科を通信教育部生活情報・福祉学科に名称変更 

14 年 4 月 近畿大学豊岡短期大学通信教育部社会福祉士養成通信課程開設 

17 年 

 

4 月 

 

幼児教育学科をこども学科に名称変更 

通信教育部幼児教育学科を通信教育部こども学科に名称変更 

19 年 4 月 生活情報・福祉学科学生募集停止 

20 年 3 月 生活情報・福祉学科廃止 

24 年 3 月 通信教育部生活情報・福祉学科廃止 

28 年 4 月 近畿大学豊岡短期大学を豊岡短期大学に名称変更 

31 年 4 月 豊岡短期大学 姫路キャンパス開設 

 

豊岡短期大学は、昭和 42年の近畿大学豊岡女子短期大学の創立を始まりとする歴史と

伝統を有する短期大学である。 

本学のルーツである近畿大学豊岡女子短期大学の誕生は、学校法人弘徳学園前理事長 

上田正一先生の「豊岡市への近畿大学誘致」の提案がきっかけとなって、地元豊岡市民の

絶大な期待を背景にして、地方での女子教育の実現に情熱を燃やされた初代近畿大学総長 

世耕弘一先生の英断により実現された。以来、本学は、時代の変化とニーズに応じて、通

信教育の設立、校名変更や学科改組を行い、平成 28年には、校名を豊岡短期大学へと変

更し現在に至っている。平成 31年 3月までは、兵庫県豊岡市の豊岡キャンパスのみで

あったが、姫路キャンパスの開設に伴い 2つのキャンパスとなった。50年以上にわた

り培ってきた本学の“強み”を今後も活かし、地域に根差した魅力ある大学づくりを

行い、安定した学生の獲得に努める。 

豊岡短期大学は、近畿大学創設者の世耕弘一先生が説かれた建学の精神「人に愛される

人 信頼される人 尊敬される人を育成することにある」を引き継ぎ、「共生の心」とい

う教育理念のもとに、自然や人を思いやる豊かな人間性に富んだ人材の育成という目標を

達成すべく保育・幼児教育のため、本学独自の実践重視のプログラムを導入している。 

幼稚園教諭や保育士の免許・資格の取得に必要な保育者として相応しい知識やスキルの

修得はいうまでもなく、教職課程科目に加えて本学独自科目、「弘徳豊岡教育」「キャリア

アップ」等を開講し、マナーやコミュニケーション力等、人間性の養成をも視野に入れた
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授業を実施している。また、＜保育×〇〇分野＞というテーマで「食育」「ミュージッ

ク」「アート」等の 8 分野と保育につなげる体験型授業を 1 年生、2 年生が合同で実施し

て、保育者に求められる資質・能力を高める授業を展開している。補習授業である「フォ

ローアップセミナー」ではピアノ奏法、公務員試験対策講座等を実施している。さらに

「特別研究」において１，2 年生合同の学年の枠を超えた交流を通しての企画から製作、

表現までの創作を行い、＜こどもフェスタ＞という発表の場で地域の子どもたちやその保

護者に披露して、保育者に求められる資質・能力を高めている。 

  

（２）教育目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本学では、他人を思いやり、社会に対する深い洞察力があり、自然・環境に対して

優しい姿勢を持ち、正しい歴史観や世界に広く開かれた視野を備えた人材、いわゆる

「共生の心」を備えた人材を育成することを目的としている。「共生の心」を備えた人

材を育成するための教育目標は、教育基本法第一条「教育は、人格の完成を目指し、

平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を備えた心身ともに健康な国

民の育成を期して行わなければならない」、そして、第二条「教育は、その目的を実現

するため、学問の自由を尊重しつつ、次に掲げる目標を達成するよう行われるものと

する」の五項目とも合致したものである。そのため、本学の建学の精神及び教育目標

は、教育基本法に基づいた公共性を有しているといえる。 

（３）教育活動等を実施する上での基本方針 

 上記の教育目標に基づき、三つの方針、すなわちディプロマポリシー（卒業認定・

学位授与に関する方針）、カリキュラムポリシー（教育課程の編成・実施方針）、アド

ミッションポリシー（入学者受入方針）を定めている。三つの方針の一つであるカリ

キュラムポリシーに基づき、「総合科目」、「教科専門科目」及び「教職専門科目」から

なる体系的なカリキュラムを編成している。授業概要（シラバス）作成の際には、教

務委員会が中心となり学習成果等の点検を行い、全学的に教育目標の達成に向けた取

り組みを進めている。 

本学のディプロマポリシーは、次の通り定めている。 

＜教育目標＞ 

1. 人間は人間だけで生きているのではなく、自然のなかで他の生命とともに、 

生かされているという認識を持つとともに、その思想を実践する力を培う 

2．専門職業人としての基本的な倫理観を養うとともに、他人を思いやる心を培う 

3．専門職に必要な基礎的知識・技術を修得するとともに、創造性を培う 

4．社会・歴史に対する深い洞察力を身に付けるとともに、豊かな人間性を培う 

5．国際社会に適応しうる感性を育むとともに、異文化を理解しうる力を培う 
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ディプロマポリシーにある「保育者としての知識と技能を修得し、それらに裏打ちさ

れた深い造詣と社会貢献への使命感を備える人材を社会に送り出す」ことを実現するた

めに、カリキュラムポリシーを定めている。このカリキュラムポリシーにより、「総合

科目」と「専門教育科目」からなるカリキュラムを編成・実施しているので、本学のカ

リキュラムはディプロマポリシーに対応したものとなっている。 

 

本学のカリキュラムポリシーは、次の通り定めている。 

◆カリキュラムポリシー（教育課程の編成・実施方針）について 

本学は「建学の精神」と「教育目標」を実現するために「総合科目」と「専門教育科

目」により保育者としての知識と技能を修得し、それらに裏打ちされた深い造詣と社会貢

献への使命感を備えた人材を育成するカリキュラムを提供します。  

1.入学者の基礎学力の確認及び支援を図ります。また、「総合科目」の充実したカリキュ

ラム展開により教養を備えた学生を育成します。 

2.キャリア教育を展開し、マナーやコミュニケーション能力、基本的な倫理観、表現力を

養います。 

3.「専門教育科目」においては、保育者としての知識と技能をより高め、社会の多様なニ

ーズに対応できる学識と良識とを備えるためのカリキュラム編成をします。 

4.「専門教育科目」においては、地域社会との連携を図りながら多彩なカリキュラムを展

開し、保育者としての理解を深め認識するとともに人間性を養うことに努めます。 

5.ボランティア活動の活性化を図り、学生が体験による学びを積極的に展開できるよう努め

ます。 

本学では、教育目標に基づき、ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、アドミ

ッションポリシーを一体的に定め、適切に入学者を受け入れている。 

 

本学のアドミッションポリシーは、次の通り定めている。 

◆アドミッションポリシー（入学者受入方針）について 

 本学は「建学の精神」と「教育目標」とに共感する入学者を国内外から広く受け 

入れます。 

 1．将来の目標を持っている人 

 2．本学が求める基礎的な知識・技能を備えている人 

◆ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与に関する方針）について 

学位：短期大学士（幼児教育学） 

本学は「建学の精神」と「教育目標」に基づいて、保育者としての知識と技能を修

得し、それらに裏打ちされた深い造詣と社会貢献への使命感を備える人材を社会に送

り出すことに努めています。卒業認定にあたっては厳正に成績評価を行い、学則に規

定する所定の単位を修得した学生に卒業を認定し、学位授与します。 
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 3．自己の探求ができるとともに、謙虚に学ぶ姿勢を有する人 

 4．専門職を通して、社会に貢献したいと考える人 

 

Ⅱ 基準領域ごとの自己点検評価 

基準領域１ 教職課程に関わる教職員の共通理解に基づく協働的な取り組み 

基準項目１－１ 教職課程教育に対する目的・目標 

【現状説明】 

 本学は、教育目標を達成し、保育者に必要な知識・技能として修得すべき学習成果

を次の通り定めている。 

◆学習成果 

  保育者として必要な知識・技能を身に付ける。 

 1.専門的学習成果 

① 保育者としてこどもの教育・保育環境をつくることができる。 

② 一人ひとりの特性や発達の課題に即した支援ができる。 

③ こどもの主体的な活動やこどもにふさわしい生活・遊びを展開できる。 

④ 保護者や地域との連携を図れる能力を育成する。 

 2.教養的学習成果 

  ① 社会人・職業人として求められるマナーや姿勢、コミュニケーション能力を獲得

できる。 

② 社会人・職業人として責任を果たすために必要な倫理観や価値観、自己表現、他

者理解及び自己管理の能力を育成する。 

 本学はこども学科単科の短期大学であり、こども学科全体が「幼稚園教諭二種免許状」

の教職課程となっている。このため、本学の教育目標及び学習成果は教職課程教育の目標

と一致している。このことは、教職員に広く周知しており、それらを常に意識しながら、

日々の教育活動を行っている。 

 こども学科では、建学の精神及び教育理念はホームページ（資料１－１－１）で公表す

るとともに、大学案内（資料１－１－２）や入学試験要項（資料１－１－３）にも掲載

し、オープンキャンパス、高等学校への訪問、入学説明会などで入学希望者、その保護者

や高等学校教員等へ広く周知している。また、建学の精神及び教育理念を明示した学生便

覧（資料１－１－４）を配付するとともに、前・後期のオリエンテーションをはじめ、授

業や各行事などで学長や教員の説明により周知している。 

 通信教育部こども学科保育専攻及び幼児専攻では、建学の精神及び教育理念を入学要項

（資料１－１－５）、学習便覧（資料１－１－６）、授業概要（シラバス）（資料１－１－

７）、年 6 回隔月発刊している機関誌「豊梅（ほうばい）」（資料１－１－８）やスクーリ

ングのしおり（資料１－１－９）などの各印刷物へ掲載し、周知を図っている。また、建

学の精神、教育理念及び学習の進め方に関する新入生オリエンテーションを全国各地で実
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施している。 

 

【長所・特色】 

本学の教職課程の特色は、ディプロマポリシーが「保育者としての知識と技能を修

得し、それらに裏打ちされた深い造詣と社会貢献への使命感を備える人材を社会に送

り出すこと」であるため、こども学科の方針が教職課程の方針と一致していることに

ある。このため教職員はもとより、学生にも本学の方針が理解しやすいことが長所と

なっている。 

本学では各科目に具体的な学習成果を定めており、それぞれが専門的学習成果、教

養的学習成果のいずれかに対応し、その関係はカリキュラムマップ（資料１－１－１

０）に示している。カリキュラムマップを基にカリキュラムの連続性を視覚化したカ

リキュラムツリー（資料１－１－１１）を整備している。これらの科目の単位を取得

することにより、2年間の修業年限で上記の学習成果を満たすことができる。カリキ

ュラムマップ、GPAやその他のさまざまな取り組みを一つにまとめ、学習成果を査定

することで、より強力に内部質保証活動に活かし、教育の質を保証していくために、

三つの方針を基盤とする評価指標を定めたアセスメントポリシー（資料１－１－１

２）を策定している。学習成果は、各科目の成績、授業評価アンケート、単位取得

率、GPA、学位取得率、退学率、学習行動調査、短期大学基準協会による短期大学生調

査、免許・資格取得率、免許・資格を活かした専門職への就職率、各実習先からの評

価、3年ごとの卒業生や就職先へのアンケート調査をまとめた勤務状況調査の結果

を、アセスメントポリシーに基づいて取りまとめることにより、測定することが可能

である。 

各部署（教務学生部、通信教育事務部、図書館、総務部、経理・財務部）、常設委員会

及び関連規定に基づく委員会が、PDCA サイクルを用いた改善シート（資料１－１－１

３）を作成し、教育活動や日常業務に従事する中で、定期的な自己点検・評価を試みて

いる。各教職員は、1つ以上の委員会に所属しているため、教職員全員が自己点検・評

価活動に関与している。この PDCA サイクルを用いた改善シートにより、前年度の検証

を基に当該年度に取り組むべき課題を示し、その課題に対して取り組み、活動を検証し、

次年度の課題を引き継ぐことを一連の流れとして繰り返し、自主的・自立的な改善活動

を継続的に行っている。 

 

【取組上の課題】 

 GPA制度の導入やカリキュラムマップを基にしたカリキュラムツリーの整理、アセス

メントポリシーの策定等、学生にとっても教職員にとっても、学習成果をより正確に把

握する仕組みを整備している。これらは、学習成果を把握するためのツールであると同

時に、自己点検・評価活動を推進するためのツールである。すなわち、各部署及び各委
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員会の PDCA 活動、教員による授業改善の PDCA 活動に、これらの新たなツールを追加

し、内部質保証を推進していくことが必要である。そのために、それぞれのカリキュラ

ムマップやアセスメントポリシーなどのツール自体を改善していかなければならない。

また、それぞれのツールを扱う教職員の意識・知識も絶えずアップデートしていく必要

がある。 

 

【根拠となる資料・データ等】 

１－１－１ 豊岡短期大学ホームページ https://koutoku.ac.jp/toyooka/ 

１－１－２ 大学案内 

１－１－３ 入学試験要項 

１－１－４ 学生便覧 

１－１－５ 入学要項 

１－１－６ 学習便覧 

１－１－７ 授業概要（シラバス） 

１－１－８ 機関誌 豊梅（ほうばい） 

１－１－９ スクーリングのしおり 

１－１－１０ カリキュラムマップ 

１－１－１１ カリキュラムツリー 

１－１－１２ アセスメントポリシー 

１－１－１３ PDCA サイクルシート 

 

基準項目１－２ 教職課程に関する組織的工夫 

【現状説明】 

 科目担当を選任する際には、教職課程認定基準を踏まえ、十分な研究業績を有する教員

及び実務経験のある教員を厳選し配置している。また、教職課程の教員配置は、「領域に

関する専門的事項」「教育の基礎的理解に関する科目等」にそれぞれ 3 名以上の専任教員

を配置している。通信教育部こども学科保育専攻には 24 名以上、同幼児専攻には 40 名以

上の専任教員をそれぞれ配置している 

 教員と職員の協働体制として、各種委員会を教職員で構成している。前述のとおり、本

学は単科の短期大学であり、こども学科全体が教職課程となっている。このため、教務委

員会、学生指導委員会、進路指導委員会におけるカリキュラム検討、学生指導や進路指導

は、教職課程の運営に関する審議機関としての側面を有しており、教職協働体制が構築さ

れている。なお、通信教育部のカリキュラム検討や学生指導に関する事項は、学務委員会

が教職協働による審議機関として機能している。 

 教職課程教育を行う上での施設として、豊岡キャンパスは、6,869 ㎡の屋外グラウンド

を有している。和花季会館（わがときほうる）内に多目的ホールとして 437 ㎡を設置する
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など、短期大学設置基準の必要校舎面積 2,000 ㎡の基準を上回る 8,330 ㎡の校舎となって

いる。校舎内には、大小の講義室 8 室、情報処理教室やピアノレッスン室等の演習室 24

室、小児栄養実習室やプレイルームの実験・実習室 2 室を整備している。姫路キャンパス

は、併設する姫路大学の敷地内にあり、16,359 ㎡の屋外グラウンドを有している。体育

館、情報処理室、音楽室、ピアノレッスン室、プレイルーム等の教室や演習室は姫路大学

と共用している。 

 教職課程教育を行う上での設備として、豊岡キャンパスにピアノレッスン室を 22 室及

び姫路キャンパスにピアノレッスン室を 19 室と ML 教室（ミュージックラボラトリー）

を 1 室整備し、それぞれにグランドピアノやアップライトピアノ等を配置している。これ

らのピアノは専門業者によるピアノの調律及びメンテナンスを毎年度行っている。また、

情報処理機器は、学生が自由に利用できるパソコンとして、豊岡キャンパス 30 台、姫路

キャンパス 62 台を設置し、科目担当者や委託業者が毎月メンテナンスをしている。情報

処理機器は、外部からのウイルス侵入対策ソフトを導入するとともに、緊急事態には委託

業者による遠隔操作で対応している。豊岡キャンパスの図書館面積は 362 ㎡、座席は 63

席、5 万点以上の資料を有している。姫路大学と共用である姫路キャンパスの図書館面積

は、389 ㎡、4 万 5 千点以上の資料を有している。 

 本学の教職課程自己点検は、全学的な本学の内部質保証及び評価・点検を実施している

自己点検・評価委員会が中心となり、組織的に実施している。 

 

【長所・特色】 

 教職課程教育に関わる科目の学習成果は、各授業科目との関連を示したカリキュラム

マップに整理し、カリキュラムマップを基にカリキュラムの連続性を視覚化したカリ

キュラムツリーに示している。また、教職課程における学習成果を明確にするためカ

リキュラムマップ・ツリーと連携した科目ナンバリングを設定している。このカリキ

ュラムマップ、GPAやその他のさまざまな取り組みを一つにまとめ、学習成果を査定

することで、教育の質保証をしていくために、三つの方針を基盤とする評価指標を定

めたアセスメントポリシーを策定している。 

学生による授業評価アンケート（資料１－２－１）は、前・後期末に実施しており、

その内容を科目担当者にフィードバックし授業改善に活用している。このアンケートは、

授業終了直後に行うことで、より高い回収率を保持しており、回収は学生が率直に回答

できるように教務学生部教務学生課が行っている。各科目のアンケート集計結果は、科

目担当者に通知するとともに、学生掲示板及びホームページで公表している。学生から

の評価を取り入れた授業改善のため、授業評価アンケート結果の一部項目を PDCA 授業

改善 Cシート（資料１－２－２）に記し、学生の意見を踏まえた考察を科目担当者に求

めている。このシートは、教育改善実施（FD）委員会が取りまとめている。授業内容に

ついて、科目担当者間での調整は、科目の各学習成果を明示したカリキュラムマップ及
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びカリキュラムツリーを教員連絡会で配付することにより、各科目と学習成果の関連を

明確にし、科目間のつながりを意識するよう求めている。また、非常勤講師との情報交

換会を年 1回開催し、授業内容の協力・調整を図っている。 

学生の学習成果、満足度等を可視化し、学生の学習支援や教学改革のエビデンスに活

用することを目的に学習行動調査を実施している。この調査は、短期大学生調査と比較

を行い、その検証結果をホームページで公表するとともに、アセスメントポリシーによ

る学習成果及び教育効果の検証にも活用している。 

履修カルテについては、学生が目指す保育者像を踏まえながら、保育者に必要な資

質・能力がどの程度身に付いているか、履修科目と結び付けて振り返るものである。

これにより、学生は学習成果の獲得状況を確認し、目指す保育者像への到達に向けて

の課題をそれぞれが主体的に考え、2年間の学習に取り組んでいる。この自己評価シ

ートの記入方法は、オリエンテーション時に説明を行い、「保育・教職実践演習（幼稚

園）」の科目担当者が指導している。 

通信教育部こども学科保育専攻及び幼児専攻では、ルーブリック評価を導入してい

る。通信教育部での学習方法は、主にテキストによる通信学習としている。このた

め、科目ごとに望まれる学習成果を授業概要（シラバス）だけで表現し、学生の理解

を得ることは、通信教育の特性上難しい側面がある。そこで、レポートと科目試験に

より単位修得となる通信授業科目では、より学習成果を明確にするために、レポート

のルーブリック評価票（資料１－２－３）及び科目試験のルーブリック評価票（資料

１－２－４）を整備している。さらに、通信教育部では同一科目の担当教員を複数配

置しているため、ルーブリック評価により、評価する際の公平性、客観性及び厳格性

を担保している。このように、通信教育部はその学習の性格上また運営の制度上、ル

ーブリック評価による学習成果の明確化及び評価の公平性を担保することが必要であ

る。 

建学の精神、教育理念「共生の心」、教育目標及び学習成果の理解は、教育の根幹を

成すものと捉え、教職員は共通認識を持つべく、職務改善・推進（SD）委員会を設置

し、全学研修会等により職務を充実させ、教育研究活動等を支援している。さらに、

SD委員会の活動として、各部署に部内研修会の実施を依頼し、年度当初に各部署の研

修会実施計画を確認及び検討し、必要に応じて見直しを求めるとともに、年度末に研

修会実施報告書により実施確認を行っている。令和 4年度の全学研修会は「大学 IR入

門」をテーマに行い、全教職員が参加した。各部署の研修会は、次頁の通り実施し

た。 

 

 

 

部 署 回 数 題 名 
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教務学生部 9回 ① 学校法人及び短期大学を取り巻く法制度について 

② AAA・Active Portalについて 

③ 実習関係業務について 

④ 但馬技大からの委託業務について 

⑤ 就職関係業務について 

⑥ 指定保育士養成施設について（通信合同研修） 

⑦ 幼稚園教諭免許課程について（通信合同研修） 

⑧ 個人情報保護について（通信・図書館合同研修） 

⑨ 免許申請及び保育士登録について 

通信教育事務部 12回 ① 令和 4年度入学者の状況について（こども・社福） 

② 入学説明会（こども）について 

③ 著作権法について（教務・図書館合同研修） 

④ 入学説明会（社福）について 

⑤ 本校スクーリングの対応について 

⑥ 社会福祉士養成通信課程のカリキュラム変更につい

て 

⑦ 新入生オリエンテーションについて 

⑧ オンラインスクーリングについて 

⑨ 指定保育士養成施設について（教務合同研修） 

⑩ 幼稚園教諭免許課程について（教務合同研修） 

⑪ 個人情報保護について（教務・図書館合同研修） 

⑫ 認定科目修得制度について 

図書館 4回 ① 著作権法について（通信合同研修） 

② Nacsis-CAT、CiNii Books、OPACについて 

③ 個人情報保護について（通信・教務合同研修） 

④ 蔵書点検について 

総務部 

管理部 

6回 ① 研究支援と競争的研究費の基本 

② 私学共済「資格・短期」コース 

③ 私学共済「年金」コース 

④ 今、大学に必要な DXとは 

⑤ 令和 4年度私学共済近畿ブロック地域事務担当者向

け説明会 

⑥ 働き方改革関連法令和 4年度説明会 

経理・財務部 6回 ① SD研修について（はじめ研修） 

② 大学教職員の基礎知識についてーコロナ版ー 

③ 学校法人会計のしくみについて 
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④ 個人情報保護について 

⑤ 新入生オリエンテーションについて 

⑥ 私立学校法について 

その他、他の部局における研修に参加する機会（部局横断型研修）を設け、研修会

の幅及び職員の知識の幅の向上、他の部局との連携・協力の強化を図っている。 

 

【取組上の課題】 

カリキュラムポリシーに基づく教育課程や各科目の関連性を精査するカリキュラム

マップ及びカリキュラムツリーを継続的に検証することが必要である。 

学習の性格上また運営の制度上の観点から、通信教育部ではすでに導入している

が、通学部でも成績評価の公平性、客観性及び厳格性をより一層担保するため、ルー

ブリック評価の導入に関して引き続き検討する必要がある。 

参観者が自身の授業改善のためのヒントを得るとともに、授業者に対する助言を行うこ

とも目的とした「授業参観」を実施したが、FD活動の一つである研修会の実施が出来な

かったため、教育改善実施（FD）委員会が中心となり、計画・実施を検討する必要が

ある。 

教職課程教育を行う上での施設設備は、大規模改修工事について、工事の細分化に

よる単年度予算の計上金額を抑えた事業計画を計画している。また、校舎内無線 LAN

化のエリア拡大工事を計画し、令和 5年度に実施予定となっている。大規模改修工事

や校舎内無線 LAN化工事は、引き続き年次計画の立案に努める。 

  

【根拠となる資料・データ等】 

１－２－１ 授業評価アンケート 

１－２－２ PDCA授業改善 Cシート 

１－２－３ レポートルーブリック評価票 

１－２－４ 科目試験ルーブリック評価票 

 

基準領域２ 学生の確保・育成・キャリア支援 

基準項目２－１ 教職を担うべき適切な人材（学生）の確保 

【現状説明】 

こども学科では、保育者を目指す本学の学生には、アドミッションポリシーで「本

学が求める基礎的な知識・技能を備えている人」であることを求めている。そして、

入学試験は、小論文、国語や英語の学科試験等により、文章による表現力と保育者に

なるための学習に必要な基礎学力が身に付いているかを把握・評価している。また、

高等学校からの調査書の提出を必要としているため、これまでの課外活動、学習への

取り組みや出席状況等の高等学校時代の学習成果を確認し、本学の学習に意欲的に取
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り組める学生を受け入れている。 

入学予定者に対しては、入学前の段階で教職課程を履修するために必要な内容を盛

り込んだ課題に取り組ませ、学修意欲を維持・向上できるよう大学教育への円滑な接

続を図っている。 

通信教育部こども学科保育専攻及び幼児専攻では、アドミッションポリシーを入学

要項に記載し、全国各地で行っている入学説明会等で周知を行い、本学の建学の精神

及び教育目標に共感する入学者を受け入れている。入学予定者は、書類選考により選

考を行い、必要に応じ学生に対し、入学担当者より意思確認を行っている。入学後の

オリエンテーション時にも本学の建学の精神、教育理念、教育目標を強く意識させる

機会を設けている。 

 

【長所・特色】 

 こども学科では、Active Portalを活用することで、教職課程の履修状況を自身で

確認することができる仕組みをとっている。オリエンテーション時に履修登録ととも

に利用方法の説明を行い、卒業要件や免許・資格要件に関する指導も行っている。幼

稚園教諭免許取得希望者は、令和 4年度入学生 41名のうち、9割以上の学生が取得を

希望している。 

 履修カルテの自己評価シートの記入方法は、オリエンテーション時に説明を行い、

「保育・教職実践演習（幼稚園）」の科目担当者が指導している。また、「特別研究

Ⅱ・Ⅳ」では、「こどもフェスタ」に向けて、1・2年生合同の授業を実施し、学生は

取り組みの記録を「特別研究授業日誌」に蓄積している。この日誌は、学習活動（活

動内容）、印象に残った点・気付いた点、疑問に思ったことや次回までの課題等を記入

している。こどもフェスタ終了後、学生はこの日誌で授業を振り返りながら、特別研

究の体験を文章にまとめ、学内ネットワークの学生教育系ネットワーク上で教職員と

学生が相互に学習成果を確認できるようにしている。 

 通信教育部こども学科保育専攻及び幼児専攻では、学習サポートサイト「TtLeS（ト

トレス）」を活用することで教職課程の履修状況を随時確認できる仕組みをとってい

る。教職課程教育における進捗状況を確認し、教職履修指導を行う巡回相談会では、

教職員が全国各地に赴き、学生の自宅学習における不安を解消する一助となってい

る。なお、幼稚園教諭免許取得希望者は、こども学科と同様で 9割以上の学生が取得

を希望している。 

   

【取組上の課題】 

 こども学科の履修カルテについて、紙ベースでの運用を行っていたが、令和 4 年度より

ポートフォリオとして活用するためにも Active Portalで管理・運用できるように設定

している。そのため教職員への研修を重ねるとともに、学生の学修成果を確認しなが
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ら教職課程教育に対する目的・目標の共有を進める必要がある。 

 

【根拠となる資料・データ等】 

２－１－１ 特別研究報告集 

 

基準項目２－２ 教職へのキャリア支援 

【現状説明】 

 こども学科では、職業や実生活に必要な力を身に付けるには、免許・資格に伴う学習

だけでなく、保育現場でのさらなる対応力向上及び実生活に必要な力を養うことが求

められる。そのために、本学独自の科目により、体験的な学習も取り入れながら幅広

く学び、学生間、学生と教職員等のさまざまな人間関係に基づきコミュニケーション

能力や課題解決力を向上させ、職業人として生きていく資質・能力の育成を図ってい

る。総合科目「キャリアアップⅠ・Ⅱ・Ⅲ」は、教養教育として職業観等を高める科

目である。これらの科目は、自己理解や他者理解、保育者としての自覚、時事問題に

対する意識付けなどを含めた総合的な人間力の向上を図っている。また、保育者とし

て必要な知識やスキルを身に付けるため、保育現場でのインターンシップを行い、子

どもの成長発達を観察しながら、保育者としての関わり方を学んでいる。 

幼稚園教諭二種免許及び保育士資格の取得は大きな目標であり、その取得に向けた

学生の意欲が非常に高いため、令和 4年度卒業生の取得率は 87.8％となった。通信教

育部こども学科保育専攻及び幼児専攻では、いずれも 9割以上の取得率となってい

る。 

 

【長所・特色】 

 こども学科での就職支援は、教職員により構成する進路指導委員会（資料２－２－

１）を設置し対応している。この委員会では、学生の就職内定を目指し、1年生及び 2

年生に進路ガイダンスを開催している。その主な内容は、「就職に向けての心構え」、

「求められる人間像」、「就職活動の流れ」、「一般企業の就職に向けてやるべきこと」、

「園や施設の選び方」、「面接の作法、履歴書の書き方」など多岐にわたっている。ま

た、在学生への進路希望調査、就職先や卒業生へのアンケート、就職先への訪問等の

活動を実施している。クラス担任と進路指導委員会は、入学時から定期的に行う進路

希望調査により、学生が希望する進路を把握している。その上で、クラス担任は 1年

生前期末及び 2年生前期末の三者面談により、保護者の意向も踏まえながら進路決定

への支援をしている。 

 学生への情報提供は、相談スペースを備えた就職資料室と Active Portalの掲示板

に幼稚園（認定こども園含む）、保育所、施設、一般企業別に求人票の概要を掲示

し、求人内容の詳細は就職資料室と学内サーバー上で閲覧できるようにしている。就
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職資料室には、卒業生たちが実体験に基づき作成した就職試験内容報告書をファイリ

ングし、備え付けている。この報告書は、就職活動に向けてのアドバイス、採用試験

であった教養試験・専門試験問題、小論文のテーマ、面接内容や実技試験などの内容

が記載してあるため、多くの学生が利用している。求人一覧は、エリアごとに保育所

関係、幼稚園・こども園関係、施設関係、公務員関係や一般企業関係に分類し、学生

が見やすいように就職資料室に掲示し、求人票等の詳細資料はファイリングしてい

る。また、教務学生部にはキャリアコンサルタント 1人、ガイダンスカウンセラー1

人の資格所有者が在籍し、就職に関するカウンセリングを実施している。 

 就職試験対策は、1年生では就職模擬試験、2年生ではオプションにより幼稚園教諭

専門試験を加えた保育士就職模擬試験を毎年度１回実施し、学力を全国規模で測って

いる。試験結果は教職員で共有し、指導に活用している。公務員を目指す学生や受講

を希望する学生には、週 1回の就職試験対策講座を開講し、公務員試験の一般教養試

験を視野に入れた対策を行っている。ピアノ演奏・弾き歌い、手遊び、絵本の読み聞

かせ等の実技、面接や小論文の指導は、各分野の教員が中心となり、個別に対応して

いる。社会人に向けての意識向上として、ハローワークなどの外部講師や OB・OGの講

話、卒業前の 2年生から 1年生への就職活動の体験談などの多様な情報に触れる機会

を設けている。 

通信教育部こども学科保育専攻及び幼児専攻では、学生の年齢層がさまざまであ

り、本学所在地の近隣に在住していない学生が大半を占める。こども学科の就職情報

等は所在地及び近隣地域に関するものが大半を占め、通信教育部の在籍学生が利用で

きる情報が少ないことや、既に園等で勤務している学生も多く、就職情報等を要しな

い学生も多いため、遠隔地の学生への情報提供として、隔月発刊の機関誌「豊梅（ほ

うばい）」にて求人情報を掲載している。 

 

【取組上の課題】 

こども学科では、コロナ禍で自宅学習を行う学生に対して、定期的な電話連絡、教

員からのメッセージカード等の情報発信を行った。遠隔での指導を行うために教員が

向上に努めたコンピュータ利用技術等は、コロナ禍の学生支援を円滑にするものであ

った。これらの取り組みや技術に加え、臨機応変に学生ファーストで対応した本学の

経験は、平常時でも本学での学びの質を高め、よりよい学生支援につながるものであ

る。コロナ禍で工夫し実践した取り組みを一過性のものとせず、コロナ収束後の学生

支援にもつなげていくことが今後の課題である。 

学生と教員の距離が近く、クラス担任を中心に、全ての教員がいつでも親身になっ

て学生の質問や相談に対応することが本学の強みである。しかし、姫路キャンパスの

設置以降は、キャンパス間の授業に伴う出張により教員が不在にしていることがある

ため、令和 3年度から明確にオフィスアワーを設定し、シラバスにもオフィスアワー
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の時間を記載し、学生が質問や相談をしやすい体制を整えている。しかしながら、学

生にとってより相談しやすいオフィスアワーの運用方法や、周知について検討してい

く必要がある。このように、課題をその都度解消しながら、両キャンパスの発展に努

める。 

 

【根拠となる資料・データ等】 

２－２－１ 委員会一覧 

基準領域３ 適切な教職課程カリキュラム 

基準項目３－１ 教職課程カリキュラムの編成・実施 

【現状説明】 

 本学では、社会人・職業人として求められるマナーや姿勢、コミュニケーション能

力を獲得し、社会的責任を果たすために必要な倫理観や価値観、自己表現、他者理解

及び自己管理能力を育成するための「総合科目」、保育者としてこどもの教育・保育環

境づくり、一人ひとりの特性や発達の課題に即した支援、こどもの主体的な活動やこ

どもにふさわしい生活・遊びの展開、保護者や地域との連携を図れる能力を育成する

ための「専門教育科目」によって教育課程を編成している。教職課程カリキュラムは

コアカリキュラムを踏まえて編成しており、教育課程全体を学生がより主体的に学修

できるよう、教育課程における各科目の役割を示すカリキュラムマップやカリキュラ

ムツリーを整備している。これらの科目の単位を取得することにより、2年間の修業

年限内で学習成果を満たすことができる。カリキュラムマップ、GPAやその他のさま

ざまな取り組みを一つにまとめ、学習成果を査定することで、より強力に内部質保証

活動に活かし、教育の質を保証していくために、三つの方針を基盤とする評価指標を

定めたアセスメントポリシーを策定している。 

また、教職課程カリキュラムについて、ICT教育における情報活用能力を育てる教

育への対応が十分可能となるよう、教職に関する科目や情報に関する科目のほかに、

ICT機器を活用した指導方法について学べるよう編成している。また、各授業科目の

授業計画において、アクティブラーニング（主体的・対話的で深い学び）やグループ

ワークを促す工夫を積極的に取り入れている。 

 

【特色】 

こども学科では、シラバスを教務委員会と教務学生課が作成する「シラバス作成要

領」に従って作成し、その内容は授業概要、授業科目の目的、学習成果、授業計画、

テキスト、参考書、フィードバックの方法、成績評価基準、オフィスアワー、受講者

の心構えとメッセージとして準備学習の内容と振り返り学習の内容、授業時間数、科

目担当者の実務経験やその概要を記載しており、必要な項目は全て明示している。こ

れらの内容は、教務委員会が本学の学習成果と各科目の学習成果の関連性を点検して
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いる。 

 令和 2年度より GPA制度（資料３－１－１）を導入している。この GPAに基づい

て、学生の学習成果を査定し、学期 GPAの値が 2.2未満の場合は、クラス担任が教務

委員会及び教務学生部教務学生課と連携し、次学期の履修登録までに指導・助言を行

っている。さらに、GPAの平均値、最高値、最低値、標準偏差及び分布状況を分析す

ることにより、学習成果の獲得状況が確認できている。 

 教育実習を行う上で必要な履修要件を設定し、学生便覧にて周知している。また、

事前指導担当教員や実習委員会、担任及び教務学生課が協働し、履修要件が満たされ

ているかどうかの学習支援を行っている。 

 通信教育部こども学科保育専攻及び幼児専攻では、毎年、全国から科目担当者が集

い、授業方針編成会議を開催し、複数人の同一科目担当教員が科目担当者間でシラバ

スやレポート設題、科目試験問題等の協議を行っている。その内容を通信教育事務課

の職員が確認し、加筆・修正を依頼している。 

 

【取組上の課題】 

 教務委員会を中心に GPAの分布状況を分析し、指導助言の対象となる学期 GPAの値

を検証していく必要がある。 

令和 5年度より CAP制（履修単位制限）の導入を予定している。本学は、2年間で

幼稚園教諭二種免許、保育士資格を取得する教育課程であり、免許・資格要件を充足

するための修得単位数は、卒業要件単位である 62単位を大幅に上回る専門教育科目

70単位以上となる。教育効果を鑑みた各科目の配当年次を検討した結果、多くの科目

を 1年次に配当している。しかしながら、CAP制を設けることで、学生の十分な学習

時間を確保し、授業内容を深く真に身に付けるためにも、アセスメントポリシーを改

善しながら学習成果の査定や点検を行っていく。 

 

【根拠となる資料・データ等】 

３－１－１ GPAに関する規程 

 

基準項目３－２ 実践的指導力養成と地域との連携 

【現状説明】 

こども学科では、学生の「人間力」を培うことを目的として、社会の一員となるべ

く各種ボランティア活動を奨励している。授業として「地域ボランティア」を開講し

ているほかに、クラブ活動であるチャイルドアクトクラブ、良恋（よさこい）クラブ

や音楽クラブといった課外活動を中心として、地域の行事、こども園や社会福祉施設

等におけるボランティア活動により地域社会へ貢献している。大学祭では、演劇や大

型絵本等を相互発表し合う異世代間交流や、さまざまな販売やイベントコーナーを通
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した食文化交流をしている。大学祭の異世代間交流では、「育ちあいの仲間づくり」と

して、平成 22年度より高齢者のみならず、幼児とその保護者との交流も行っている。

これは「豊岡市立子育て総合センター」に仲介してもらい、市内のこども園や社会福

祉施設等の親子で舞台発表できる有志を募り、毎年度 3団体ほどの出演がある。 

【特色】 

 こども学科では、教育成果等の検証の一つとして、実習先訪問、卒業生の就職先訪

問や高等学校訪問の際には、先方の関係者から意見を聴取している。また、こども園

や社会福祉施設等との実習情報交換会（資料３－２－１）により、意見交換や情報収

集を行っている。これらの意見を各委員会活動の取り組みに反映している。 

 地域との連携として、但馬県民局但馬文教府と平成 22年 5月に連携協定を締結して

以来、「兵庫県立但馬文教府みてやま学園大学院」と子育てや福祉をテーマとした生涯

学習や地域支援活動等に関する合同授業の開催、大学祭「和花季（わがとき）ひろ

ば」での異世代間交流や食文化交流等の行事を連携して行っている。コロナ禍前で

は、合同授業としてみてやま学園大学院と本学の学生で構成するグループに分かれ、

テーマに応じて情報交換や議論を行い、交流を深めていた。コロナの収束後は、合同

授業の実施を検討していく必要がある。 

 

【取組上の課題】 

 本学の教育目標及び学習成果は、社会的通用性があると判断しているが、今後も社

会に役立つ人材、ステークホルダーが求める人材を養成するため、社会が求める教育

を実施できているか点検を継続する必要がある。そのため、就職先へのアンケート調

査、学生の実習受入先との実習情報交換会を実施し、地域社会の意見に基づく教育目

標及び学習成果等の検証を行い、必要に応じて改善していく。 

 

【根拠となる資料・データ等】 

３－２－１ 実習情報交換会 

 

Ⅲ 総合評価 

 GPA制度の導入やカリキュラムマップを基にしたカリキュラムツリーの整理、アセ

スメントポリシーの策定等、学生にとっても教職員にとっても、学習成果をより正確

に把握する仕組みを整備している。これらは、学習成果を把握するためのツールであ

ると同時に、自己点検・評価活動を推進するためのツールである。すなわち、各部署

及び各委員会の PDCA活動、教員による授業改善の PDCA活動に、これらの新たなツー

ルを追加し、内部質保証を推進していくことが必要である。そのために、それぞれの

カリキュラムマップやアセスメントポリシーなどのツール自体を改善していかなけれ

ばならない。また、それぞれのツールを扱う教職員の意識・知識も絶えずアップデー
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トしていく必要がある。今後も、本学が社会的使命を果たしていくために、学長のリ

ーダーシップのもと、自己点検・評価委員会が中心となってこれまで以上に組織とし

ての改善活動を実施していく。 

 本学は姫路キャンパスの設置に伴い、2つのキャンパスを円滑に運営することが必

要なため、オンライン会議を積極的に活用することにより委員会活動を活発化するな

ど、学長のリーダーシップのもと、教職協働を強化していく。 

本学の教育目標及び学習成果は、社会的通用性があると判断しているが、今後も社会

に役立つ人材、ステークホルダーが求める人材を養成するため、社会が求める教育を実

施できているか点検を継続する必要がある。そのため、就職先へのアンケート調査、学

生の実習受入先との実習情報交換会を実施し、地域社会の意見に基づく教育目標及び学

習成果等の検証を行い、必要に応じて改善していく。 

  

Ⅳ 「教職課程自己点検評価報告書」作成プロセス 

 一般社団法人全国私立大学教職課程協会の「教職課程自己点検評価基準」に基づい

て、自己点検・評価委員会が中心となり「教職課程自己点検評価報告書」素案を作成

した。その後、教務学生部の協力を得て加筆修正を行い、第一原案を完成させた。そ

の第一原案を自己点検・評価委員会にて検討・修正し、承認されたものを第二原案と

した。その第二原案をこども学科教授会（学長を含む）に諮り、承認された。 

 

Ⅴ 現状基礎データ一覧 

 令和４年５月１日現在 

設置者 

 学校法人 弘徳学園 

大学・学部名称 

 豊岡短期大学 

学科やコースの名称 

 こども学科                            ４０名 

通信教育部こども学科                        

幼児専攻 幼稚園教諭免許コース                 ９００名 

保育専攻 保育士・幼稚園教諭免許コース             ５００名 

１ 卒業者数、教員免許取得者数、教員採用者数等 

①  昨年度卒業者数 こども学科               ４１名 

通信教育部こども学科 

幼児専攻 幼稚園教諭免許コース    ７５３名 

保育専攻 保育士・幼稚園教諭免許コース３４６名 
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②  ①のうち就職者数 

（企業、公務員等を含む） 

こども学科               ３５名 

通信教育部こども学科 

幼児専攻 幼稚園教諭免許コース    ６６５名 

保育専攻 保育士・幼稚園教諭免許コース２９２名 

③  ①のうち教員免許取

得者の実数 

（複数免許取得者も１と数

える） 

こども学科               ３６名 

通信教育部こども学科 

幼児専攻 幼稚園教諭免許コース    ７４５名 

保育専攻 保育士・幼稚園教諭免許コース３１６名 

④  ②のうち、教職に就

いた者の数 

（正規採用＋臨時的任用の

合計数） 

こども学科               １３名 

通信教育部こども学科 

幼児専攻 幼稚園教諭免許コース      不明 

保育専攻 保育士・幼稚園教諭免許コース  不明 

④のうち、正規採用者

数 

こども学科                ７名 

通信教育部こども学科 

幼児専攻 幼稚園教諭免許コース      不明 

保育専攻 保育士・幼稚園教諭免許コース  不明 

④のうち、臨時的任用

者数 

こども学科                ６名 

通信教育部こども学科 

幼児専攻 幼稚園教諭免許コース      不明 

保育専攻 保育士・幼稚園教諭免許コース  不明 

２ 教員組織 

（※ 通信教育部こども学科はこども学科と併設のため、通学課程と教員数を重複カウ

ントしています） 

教員数・職位 教授 准教授 講師 助教 合計 その他（   ） 

こども学科 ８名 ２名 ６名 ０名 １６名 非常勤講師 

こども学科 

１４名 

通信教育部こども学科 

６５６名 

幼児専攻 

幼稚園教諭

免許コース 

１０名 ６名 ２４名 １名 ４１名 

保育専攻 

保育士・幼

稚園教諭免

許コース 

５名 ５名 １４名 １名 ２５名 

合計 ２３名 １３名 ４４名 ２名 ８２名  

相談員・支援員など専門職員数 

・学生相談室 ２名 
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